
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

基本目標１  

誰もが、個性や能力を発揮しながら自分らしく生きていけるよう、固定的な性別役割分担意

識を解消し、市民が性別に関わりなく多様な生き方を選択でき、お互いを尊重し認め合う意識

を醸成します。 

また、すべての人が男女共同参画に関する認識を深められるよう、様々な機会を通して分か

りやすい広報・啓発活動を行います。 

（１）男女共同参画意識の向上と慣習の見直し 

・男女共同参画地域学習会を通じて、性別による固定的な役割分担意識の解消や、男女がともに地域

活動に参画するまちづくりについて学習 

・男女共同参画いきいきフォーラムや輝く女（ひと）と男（ひと）セミナーを開催 

（２）学習の機会と情報提供の充実 

・各町や地域公民館、各種団体と連携して学習会や出前講座等を実施 

・啓発情報紙「いきいき通信」の発行や市報・ホームページなどで情報提供 

・子育て中の男女の学習機会を確保するため、託児環境を整備 

（３）学校・保育園等における男女共同参画の意識を高める教育の推進 

・男女分け隔てない学校生活と学校活動の推進 

・市内４中学校にスクールカウンセラーを１名ずつ配置 

・乳幼児期から自分らしさを大切にし、友達を大切にする保育を推進 

 

【性別による固定的な役割分担意識の変化】 

「男は仕事、女は家庭」という考え方をどう思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

※平成12年は「どちらともいえない」が「その他」、平成19年は「どちらともいえない」の項目なし 

（須坂市 男女共同参画に関する市民意識調査） 

意識調査に寄せられた声  

○ 男だから、女だからではなく誰もがやりたいことをやりたいようにやってみたらいいのでは。誰もが自由に行える

場の整備に期待をしたい。（男性） 

○ 家庭内や地域の祭り等での役割について、もっと学習会等必要と考える。（女性） 

○ 職場では、職種の関係もあるかもしれませんが、男女の平等意識が進んでいて、互いに敬意をもって働けていると

感じているし、そういう空間はやはり心地よいものです。（女性） 

○ 子どもの頃から、学校等で教育の一つとして繰り返し学習することが良いと思う。（女性） 

○ 性も多様化している中において共同参画についてはますます深く考えていかなければいけない課題ではないかと

思います。（男性） 

○ 若い世代と上の世代のギャップを感じます。発言力がある世代の認識を変えないと悪気がない発言で男女差を実感

することが多くて生きづらいです。（女性）  

平成12年
(2000年)

平成19年
（2007年）

平成24年
（2012年）

平成29年
（2017年）

令和4年
（2022年）

4.8

10.5

4.5

4.0

3.6

39.7

30.2

27.8

25.4

20.6

31.4

47.6

29.4

38.5

39.5

20.5

11.6

16.8

18.1

21.4

3.5

21.4

13.9

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画の意識づくり 

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

どちらともいえない



 

 

基本目標２  

女性が活躍することのできる男女共同参画社会の実現のため、男女がともに働きやすい環

境整備を進めるとともに、働き方の見直しや柔軟な就労形態、子育てや介護と仕事を両立で

きる環境の整備等に努めます。 

また、一人ひとりが個性と能力を発揮して働くことができるよう、男女がともに安心して

働くことが確保される環境づくりを進めます。 
 

（１）審議会等委員の女性の参画促進 

・女性委員がいない審議会等をなくし、女性参画を増やす 

（２）女性の活躍推進 

・女性が積極的に社会参加するための講座を開催 

・就業支援センター、子育て就労総合支援センターにおける支援業務の実施 

（３）子育て支援の充実 

・子育て環境の整備 

保育や子育て支援センター事業の充実、妊娠期から子育て期にわたる相談に対応 

・ひとり親家庭への支援 

（４）地域活動への男女共同参画の拡大 

・区・自治会の役員への女性の参画について啓発 

・男女共同参画地域学習会などをとおして地域活動における男女の参画について啓発 

（５）ワーク・ライフ・バランスの推進 

・市内事業所へ法・制度等についての情報提供や啓発。研修等の情報提供 

（６）企業・団体における女性の活躍の推進 

・企業・団体等への情報提供や啓発 ・子育て就労支援協議会による子育て世代の育児、就労の支援 

（７）農林業、商工業等の自営業における男女共同参画の推進 

・農業労働の一定のルールをつくる家族経営協定の締結を促進 

（８）須坂市役所内の取組み 

・「特定事業主行動計画」に基づき、働きやすい職場環境整備を推進 

・人権尊重の組織風土づくり、ハラスメント防止に関する学習会を開催 

役員に女性の参画が必要だと思う理由    仕事と家庭を両立させるのに必要なことは？ 

    （複数回答）    （上位５つ）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

  （令和４年 須坂市 区・自治会における 

男女共同参画意識調査） 
（令和４年 須坂市 男女共同参画に 

関する市民意識調査） 

女性

男性

％

育休・介護休業等の職場環境

夫婦や家族間での協力

賃金・昇進などの
男女平等な扱い

職場の同僚や上司の理解

保育施設や子育て支援に
係るサービスの充実
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躍推進】 女性が活躍できる環境づくり【女性活躍推進】 

％

女性の立場や視点での意見が必要

男女に関係なく能力のある人を
選出すべき

高齢者、子ども、女性の立場に
配慮した細やかな対応

区民の減少で男性だけでは
役員の分担が困難

区政が活性化する

場が明るくなる
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基本目標３  

ＤＶなどの男女間のあらゆる暴力に対応するため、ＤＶ等を許さない社会意識の醸成、相

談体制の整備等を行い、安心して暮らせるまちづくりを推進します。また、生涯を通して健

康で安心して豊かに暮らせる生活環境を整えるため、生涯に渡り男女の健康を支援していき

ます。さらに、災害時においては、自ら避難することが困難な方に対して支援できる体制づ

くりや男女共同参画の視点に立った避難所運営等も進めていきます。 
 

（１）互いに尊敬し支えあう人権尊重の意識づくり 

・さまざまな人権課題を通して、多様性への理解を深める学習会を開催 

（２）生涯を通じた健康づくり 

・健康増進事業や各種健診体制の充実 ・思春期を対象にした健康づくりに必要な知識の普及の推進 

（３）男女間のあらゆる暴力をなくす【ＤＶ防止】 

・ＤＶの予防や地域の理解を深める学習の推進 ・関係機関と連携した相談・支援体制の充実 

（４）高齢者が安心して暮らせる環境づくり 

・介護保険制度の周知 ・認知症高齢者や家族を見守り支援する認知症サポーターの養成 

（５）防災における男女共同参画の推進 

・女性や要配慮者の視点に配慮した避難所施設及び運営体制の整備 

・防災活動への女性の参画や男女のニーズの違いに対する配慮などの啓発 

（６）メディアにおける人権の尊重 

・メディアリテラシーに関する情報についての研修会開催等による普及 

女性に関することがらで、現在、人権上問題があると思うのはどのようなこと？ 

 

 

 

 

  

 

  

（令和２年 長野県人権に関する県民意識調査） 

  

 

◆ 「男は仕事、女は家庭」という考え方に反対する人の割合… 59.0％（*1）⇒70.0％ 

◆ 社会全体が男女平等であると思う人の割合… 29.9％（*１）⇒50.0％ 

◆ 審議会委員等における女性委員の割合… 36.3％（令和４年度実績）⇒45.0％ 

◆ 区・自治会役員に占める女性の割合… 18.4％（*２）⇒30.0％ 

(*１)は、令和４年 須坂市 男女共同参画に関する市民意識調査  (*２)は、令和４年 須坂市 区・自治会における男女共同参画意識調査 

 

 

須坂市 社会共創部 人権同和・男女共同参画課 
TEL：026-245-0909（課専用） FAX：026-245-1045（課専用） Eメール：jinken@city.suzaka.nagano.jp 

このパンフレットは1,800部作成し、１部50.5円です。 

％

女性に対するハラスメント

男女の固定的な役割分担意識

職場における差別待遇

配偶者や交際相手からの暴力

売春・買春、女性の働く風俗営業

女性の性を強調した広告、雑誌等
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安心して暮らせる地域づくり 

（上位６つ）（複数回答） 


